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城西国際大学から読者の方へ、耳より情報をお届けします。

T o k i m e k i  N e w s  L e t t e rT o k i m e k i  N e w s  L e t t e r

城西国際大学ニュースレター

地域連携推進センター活動紹介地域連携推進センター活動紹介
研究推進・社会貢献部  社会連携課
〒283- 8555 千葉県東金市求名1番地
TEL: 0475- 55-7685　MAIL:clics-jim@jiu.ac.jp
受付：月曜日〜金曜日  10: 00 〜 16: 00

問い合わせ

展覧会のお知らせ展覧会のお知らせ
城西国際大学水田美術館
〒283- 8555 千葉県東金市求名1番地
TEL: 0475- 53- 2562　https://www.jiu.ac.jp/museum
開館時間：10: 00 〜 16: 00

新型コロナウイルスの感染状況により、会期やイベントを変更する場合があります。

歌川国貞《不知火諾右エ門・小柳常吉》大判錦絵3枚続、
天保11 〜 13年（1840 〜 42）

江戸後期から明治にかけて活躍した房総出身の力士の雄姿や、相撲
小屋が建つ回向院境内や支度部屋の様子を描いた作品、絵番付など
様々な相撲絵を紹介します。

◆ スライドトーク（当館学芸員による作品解説）
11月19日［金］、12月10日［金］  13:30 ～（約30分）
予約不要

◆ 講演会「房総力士の足跡を追って」
講師：谷口公逸氏（大相撲史研究者）
11月27日［土］   13:30 ～ 15:00  要予約

＊いずれも図書館1階オリエンテーションルームにて
定員：60名／聴講無料

相撲浮世絵  房総の力士そろい踏み 11月16日［火］〜 12月11日［土］
＊日曜日・月曜日・祝日休館　入館料：一般300円、高校生以下無料

薬学部、福祉総合学部、看護学部の3学
部合同でプログラムを実施しました。
専門職を目指す学生がそれぞれの視点
からの学びを深めたことはもちろん、
ディスカッションでは他の専門職の考え
に触れることもできました。実際のチー
ム医療に近い雰囲気を体験できる有意
義なプログラムとなりました。

2022年度春学期にも講座を実施予定！
3月下旬〜4月上旬頃、大学ホームページにチ
ラシを掲載する予定です。ご興味のある方は
ぜひご覧いただき、お気軽にお問い合わせくだ
さい。

社会連携課（地域連携推進センター）ホームページでは地域連携活動を紹介しています！
HP https://www.jiu.ac.jp/clics/ QRコードからもご覧いただけます！

まち歩き
イベント名：No.1映え選手権 ～東金トコトコ～

本学地域連携推進センターが主導する域学共創プロジェクトの一つとして実施されている
東金アーカイブスプロジェクトの連動企画として「No.1映え選手権 〜東金トコトコ〜」とい
うまち歩きイベントを実施します。参加者の皆様とともに、東金の新たな観光資源を発見
し、観光イベントに結び付けられるよう写真や動画アーカイブスを作る活動です。
また、まち歩きを通して集められた写真の中から〈映える〉写真を選定し、表彰するイベント
も行う予定です。皆様奮ってのご参加お待ちしております。

※実施の有無、実施する場合の開始時間や参加方法
など詳細に関しましては、本学地域連携推進センター 
web siteにてご確認ください。

11月6日［土］【実  施  日】

道の駅  みのりの郷東金【出発場所】

【内　　容】

城西国際大学　地域連携推進センター
〒283- 8555　千葉県東金市求名1番地
Tel. 0475- 53- 2183　 https://www.jiu.ac.jp/clics/

問い合わせ

・からだを動かそう！　　　　　・毛筆でちょっとひと息
・水彩画その表現のいろいろ　・アロマを体験しよう：香りの世界
・世界遺産の不思議と魅力　　・English Communication（英語中級）

STEP1：患者講演会、創作事例ワークショップ
STEP2：専門職講演、模擬事例検討ワークショップ
STEP3：実践 IPE

秋学期コミュニティカレッジ講座 専門職連携教育 IPE 99
講座を一部ご紹介します。
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ほっこり温かい、ヒューマンステーション
〜まちの駅ネットワークとうがね10周年〜
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ときめきは、東金市ホームページで公開しています。

紅葉がまちを染める季節は、“神社めぐり”にぴったり。「日
吉神社」は、鳥居の周りのイチョウの葉が黄色く色づいて素
敵です。本殿に向かう表参道の両側に並ぶ大杉にも癒さ
れます。市内に点在する神社はどこも見所満載です。

日吉神社

表紙イラスト／いわせみつよ

『ときめき』はここに置いてあります［順不同］

● 東金市内

東金市役所（受付または生涯学習課）
ふれあいセンター
東金図書館
各市立公民館
東金文化会館
東金アリーナ
東金市トレーニングセンター
道の駅みのりの郷東金
東金商工会議所
東金駅

● 東金市外

山武市
さんぶの森図書館＆文化ホール
松尾 IT保健福祉センター (図書館)
成東総合運動公園
山武市歴史民俗資料館
成東図書館
道の駅オライはすぬま
成東駅

九十九里町
中央公民館
つくも学遊館
海の駅九十九里

大網白里市
中央公民館
白里公民館
大網駅

● その他

東金市内・近隣市町の商業施設等

で東金市 ときめき 検索

今号の表紙

※本誌掲載情報は編集時点のものです。
　主催者等の事情により、内容が変更になる場合があります。
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イベント情報

東金文化会館
お問い合わせは　☎ 0475-55-6211

http://www.tobunspo.or.jp

＊ メルマガ配信中！ ～東金文化会館チケット情報をいち早くお届けします～

①ＱＲコード読取り機能のある携帯電話をお持ちの方は、左のＱＲコードを読取ってください。
②メール送信画面となりますので、そのままメールを送信してください。
③メルマガ登録用メールが届きますので、必要事項を入力して送信してください。→登録完了です。
※年会費・登録料無料（通信料のみお客様負担）  ※メールアドレスをお持ちの方のみ登録できます。

下記アドレスに空メール[題名（件名）、本文を何も
入力しない]を送ってください。
merumaga-toganebunka@mhai.jp

メルマガ会員特典あり

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、変更となる場合がござ
いますので、ホームページなどで最新の情報をご確認ください。

10
17

日

映画「いのちの停車場」
共催事業

①10:00 〜 ②14:00 〜
大ホール（上映時間119分）
全席自由  当日券のみ  ※各回入れ替え制
　　　　　　　　　　通常料金  割引券持参
一 般（高校生以上）   1, 300円 → 1,100円
シニア（60歳以上）   1,100円 → 1,000円
小人（3歳～中学生）    1, 000円 →    800円

4人の医師たちが紡ぐ、
感涙のヒューマン医療ドラマ。

出演：吉永小百合　他
原作：南 杏子「いのちの停車場」

（幻冬舎文庫）
監督：成島 出     脚本：平松恵美子 ©2021「いのちの停車場」製作委員会

11
24

水

「バケモン」

共催事業

①10:00 〜 ②14:00 〜
大ホール（上映時間120分）
全席自由  当日券のみ  ※各回入れ替え制
　　　　　　　　　　通常料金  割引券持参
一 般（高校生以上）   1, 300円 → 1,100円
シニア（60歳以上）   1,100円 → 1,000円
小人（3歳～中学生）    1, 000円 →    800円

笑福亭鶴瓶を17年間にわたって
追ったドキュメンタリー。

撮影・編集・構成・演出：山根真吾
ナレーション：香川照之
音楽：服部隆之

©DÉNNER systems

笑福亭鶴瓶ドキュメンタリー映画 かのんぷ♪すまいるコンサート
共催事業

17：30開演　小ホール
全席指定  前売 2,000円／当日 2,500円

［有料生配信有り！  前売／当日 2,000円］
〈チケットプレイガイド〉A、B、D ～ G
発売中
※0歳から入場可。保護者膝上無料、席が必要な場合は有料。

【出演】
かのんぷ♪中村里衣・中村大介 他

♪家族とあなたとあなたの大切な
人へ送るメッセージ♪

11
23

火 祝
プレゼント 5

11
3

水 祝

TO-BUNトーナメント『T-1』vol. 2
東金文化会館 eスポーツ大会

13：15スタート　大ホール
入場無料
※大会参加には事前申込みが必要です。

【参加資格】 小学生以上（小学生は保護者同伴）
【参加費】 無料
【申込み受付期間】
9月1日（水）9: 00 〜 10月20日（水）17: 00

【参加申し込み方法】
参加申込 用紙を記入のうえ会館窓口までご提出ください

（FAXも可）。ホームページの参加申込フォームからもお申込
みいただけます。
★小学生は保護者同意書が必要の為、申込み用紙にてお申込
み下さい。応募者数が定員（24名）を超えた場合は抽選とさ
せていただきます。
※対戦ルールなど、詳細はホームページにてご確認ください。

ゲーム初心者も
大歓迎です♪

〈ゲームタイトル〉 

大乱闘スマッシュブラザーズSPECIAL
（Nintendo Switch）

第56回 山武郡市吹奏楽祭

10：00開演　大ホール
関係者のみ

山武郡市内の中学校、高
等学校、大学、一般まで
幅広い年齢層の様々な
吹奏楽団体が出演。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、無観客で開催します。
関係者以外のご入場はご遠慮願います。

11
13・14

土 日
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東金文化会館プレイガイド ※公演によってプレイガイドは異なります。アルファベットにて参照してください。
※プレイガイドによって購入方法が異なりますのでご注意ください。

A
B
C

☎ 0475-55-6211
☎ 0475-54-3511
☎ 0475-82-5222

東金文化会館
サンピア総合案内所
成東文化会館のぎくプラザ

G https://eplus.jp/e＋（イープラス）D
E
F

☎ 0475-73-2178
☎ 0475-23-8585
☎ 0479-82-6326

大網白里アミリィ1F 吉井クリーニング
晶光堂茂原アスモ店
丸越楽器横芝松尾店

11
28

日

第36回 つくも合唱祭

13：00開演　大ホール
入場無料

地 元 の 合 唱 団をはじ
めとする多くの合唱団
が 集まり、女 声 合 唱、
男声合唱、混声合唱な
ど様々なハーモニーを
お届けします。

14：00 〜　展示室
参加費  大人 2,000円　※定員：15名（先着順）
11月27日（土）申込受付開始

コーヒー屋さんで見かける「ブレンド」とはどんなコーヒーな
のでしょうか？ コーヒー豆の産地、焙煎度、挽き方などのレク
チャーと共にいろいろなタイプのコーヒーの試飲をし、ブレン
ドの魅力、奥深さに迫ります。

【申込方法】
会館ホームページの申込フォームか
ら、または所定の申込用紙を東金
文化会館窓口へご提出ください。

「珈琲の世界」vol.1
〜ブレンドの魅力に触れる〜

TO-BUNワークショップ1
10

2022
月 祝

13：00開演　大ホール
【募集内容】
アマチュア和太鼓団体8組

（1団体 15分以内  ※出入り等含む）
申込数が定員を越えた場合は抽選。

【参加費】 無料

【申込受付期間】
10月17日（日）〜 10月31日（日）9: 00 〜 17: 00
※募集要項をご確認のうえ、お申込みください。
(募集要項は、東金文化会館窓口、会館HPにございます。）

和太鼓フェスティバル in 東金Ⅳ1
30

2022
日

参加団体募集！

12
15

水

ハッピー・コーラス！
共催事業

18：30開演　大ホール
全席指定  5,500円

〈チケットプレイガイド〉A
11月4日（木）発売開始 
※未就学児のご入場はご遠慮願います。

【出演】
声楽アンサンブル/ Jスコラーズ
ピアノ・編曲・音楽監督/榎本潤

BS-TBS『日本名曲アルバム』にレギュラー出演中!　Jスコラー
ズがお贈りする名曲尽くしの合唱コンサート。

12
12

日

心を伝える「絵手紙」教室
TO-BUNワークショップ

14：00 〜　会議室2
参加費  1,000円　※定員：30名（先着順）
10月23日（土）申込受付開始

【申込方法】
会館ホームページの申込フォームから、
または所定の申込用紙を東金文化会館
窓口へご提出ください。

色墨や絵具などを使って、筆一本で描きます。初めての方や
絵が苦手な方も、個々の感性を生かした作品に仕上がります。

ときめき5



イベント＆タウン情報
Event & Town Information

東金こども科学館 教室案内

申込方法:東金こども科学館ホームページ（http://www.tsc.tobunspo.or.jp）の教室案内（右QRコードも可）
専用フォームから、またはFAX （0475-55- 6216）で①希望教室名②参加児童氏名③学校名④学年⑤電話番号
を明記の上ご応募下さい。受付は開催日の2 ヶ月前から、応募は1人1回のみ。開催日の2週間前に抽選し参加
可能者にメール又は電話連絡します。
新型コロナウイルス感染防止のため状況により止むを得ず中止・計画変更する場合があります。ご了承ください。

親（保護者）子参加が原則で事前応募です。

【問い合わせ】　東金こども科学館(東金市八坂台１丁目2107-3)
☎0475-55- 6211 ／ FAX 0475-55- 6216 ／ホームページ http://www.tsc.tobunspo.or.jp

開 催 日 　　活　　 動　　 名

1/22(土)
●科学体験教室「みそ作りに挑戦！」(小川屋味噌店)

【参加費】2, 000円（2kg）      【時間】13:30      【定員】20名      【会場】東金文化会館会議室2

東金アリーナ関連のスポーツ案内

あすなろチャレンジ・アップクラブ（午前・午後クラス）、流れるヨガ教室、ステップ教室（水曜クラス）、スローステップ教室（土
曜クラス）、ダンベルエアロビクス教室、青竹体操教室、アリーナ元気塾、アクティブシニア塾、スポーツ吹矢教室（木曜・土
曜クラス）、触覚ボール・セルフケア教室、初級エアロビクス教室（水曜・土曜クラス）、中級エアロビクス教室、バレエストレッ
チ体操教室
申込・問い合わせ先：東金アリーナ  ☎0475-50-1715
ホームページ：http://www.togane-bunspo.or.jp/arena/　E-mail：arena@togane-bunspo.or.jp
※各教室では、運動のできる服装・汗拭き用タオル・水分補給用飲み物等をご持参ください。　　 
※募集は広報・東金アリーナHPなどでお知らせ致します。開催の途中でも定員に満たない場合は、参加可能です。
※上記、詳細について変更になる場合があります。
※新型コロナウイルス感染対策を実施していますので、参加される方はご協力をお願いいたします。
※定員に満たない場合は、中止になる場合がありますのでご了承ください。

■  東金アリーナ教室事業案内

太極拳教室、ノルディックウォーキング教室、健康ヨガ教室、ボディケアセルフケア教室、50才からの空手教室、東金Jrフッ
トサル教室（火曜クラス）、エンジョイベースボール教室、スキルアップベースボール教室、ジュニア陸上教室
申込・問い合わせ先：東千葉スポーツクラブ  ☎080-3453-3398
※詳細は、東千葉スポーツクラブへお問い合わせください。
※新型コロナウイルス感染対策を実施していますので、参加される方はご協力をお願いいたします。

■  東千葉スポーツクラブ教室事業案内（東金アリーナ共催事業）

大切にしていてもときに壊れてしまうおもちゃ。そんな愛着のあるおもちゃを修理します。
修理するのは5名のボランティアドクターの方々です。
原則無料です。部品代実費がかかる場合もありますが、その際は事前にご連絡致します。
尚、子どもが乗って遊ぶおもちゃやエアガン等は安全上の観点から修理をお断りしております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

毎月第2、4日曜日　13:00 ～ 15:30

ボランティアドクター募集中！
おもちゃの病院

ときめき 6



イベント＆タウン情報
Event & Town Information

リカちゃんとラボ「親子で遊べる科学教室」
【問い合わせ】　東金こども科学館内(東金市八坂台１丁目2107-3)

☎0475-55- 6211 ／ FAX 0475-55- 6216 ／ホームページ http://www.rlabo.tobunspo.or.jp

申込方法:リカちゃんとラボホームページ（http://www.rlabo.tobunspo.or.jp）の教室案内（右QRコードも
可）専用フォームから、またはFAX （0475-55- 6216）で①希望教室名②参加児童氏名③学校名④学年⑤電話
番号を明記の上ご応募下さい。受付は開催日の2 ヶ月前から、応募は各教室1人1回のみ。開催日の2週間前
に抽選し参加可能者にメール又は電話連絡します。親（保護者）子参加が原則です。会場は全て東金文化会館
会議室2です。新型コロナウイルス感染防止のため、状況により止むを得ず計画を中止・変更する場合があり
ます。
※「リカちゃんとラボ」は「理科、ちゃんと実験室」の意の任意団体で事務所は東金こども科学館内です。

主催：リカちゃんとラボ（代表：久我敦彦）　協力:（公財）東金文化・スポーツ振興財団
後援：東金市、東金市教育委員会

開 催 日 　　活　　 動　　 名

11/6(土)
●科学体験教室「鋳金（ちゅうきん）に挑戦しよう！」本山ひろ子氏(鋳金家)

【参加費】100円      【時間】①10: 00  ②13:30      【定員】各回10名

11/20(土 )
●科学実験教室「ドライアイスで化学実験！」(夢化学実験隊)

【参加費】100円      【時間】①11: 00  ②13:30      【定員】各回20名

12/4(土 )
●科学実験教室「階段の照明スイッチを作ろう！」(夢化学実験隊)

【参加費】100円      【時間】①11: 00  ②13:30      【定員】各回20名　

12/18(土 )
●科学実験教室「泥水をきれいにしよう！」(夢化学実験隊)

【参加費】100円      【時間】①11: 00  ②13:30      【定員】各回20名

1/15(土 )
●科学工作教室「プクプク入浴剤を作ろう！」(夢化学実験隊)

【参加費】100円      【時間】①11: 00  ②13:30      【定員】各回20名

1/23(日)
●科学実験教室「調味料で金属ピカピカ！」(夢化学実験隊)

【参加費】100円      【時間】①11: 00  ②13:30      【定員】各回20名

1/29(土 )
★科学実験教室「光るバッチを作ろう！」茂串圭男氏( 越谷北高校教諭)

【参加費】100円      【時間】①11: 00  ②13:30      【定員】各回20名

2/5(土 )
★科学体験教室「草木染に挑戦しよう！」(夢化学実験隊)

【参加費】100円      【時間】13: 00      【定員】24名

2/11(金祝 )
★科学教室「アルコールロケットを飛ばそう！」(夢化学実験隊)

【参加費】100円      【時間】①11: 00  ②13:30      【定員】各回20名

2/12(土)
●科学工作教室「魔鏡を作ろう！」茂串圭男氏( 越谷北高校教諭) 

【参加費】100円      【時間】①11: 00  ②13:30      【定員】各回20名　

2/19(土)
●科学実験教室「レインボータワーを作ろう！」(夢化学実験隊)

【参加費】100円      【時間】①11: 00  ②13:30      【定員】各回20名

3/5(土)
●科学実験教室「レモン電池を作ろう！」(夢化学実験隊)

【参加費】100円      【時間】①11: 00  ②13:30      【定員】各回20名

★印は二次募集
で採択された新
活動です。

成東・東金食虫植物群落のイベント
【問い合わせ】　成東・東金食虫植物群落を守る会（管理棟）　☎0475- 82- 4871 (10:00 〜 16:00)

成東・東金食虫植物群落の、今年最後のイベントです。秋にしか見られない植物もあります。
地域の貴重な天然記念物や自然に癒されませんか。

● 日　時　10月24日（日）〜 30日（土）10: 00 〜 11:30

■  秋の観察週間

※開催日時や内容が変更または中止になる場合があります。
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イベント＆タウン情報
Event & Town Information

【問い合わせ】　生涯学習課　☎0475-50-1187

郷土研究愛好会・関寛斎顕彰会のお知らせ

いろいろなテーマで選んだ本を、中身のわからない「おたのしみ袋（子ど
も向け）」「福袋（大人向け）」にして貸し出します。どんな本が入っている
かは開けてみてからのお楽しみです。普段手に取らないジャンルの本に
出会えるかもしれませんよ。

● 日　時　【おたのしみ袋（子ども向け）】
令和3年12月18日（土）～ 28日（火）

【福袋（大人向け）】
令和4年1月4日（火）～ 10日（月・祝）

● 場　所　東金図書館
● 対　象　東金図書館利用登録者
● 内　容　【おたのしみ袋（子ども向け）】

絵本や読み物が入っています。赤ちゃんから中学生まで、対象年齢ごとに袋が分かれています。
【福袋（大人向け）】
小説や実用書が入っています。高校生以上の方におすすめです。

本のおたのしみ袋・福袋
【問い合わせ】　東金図書館　☎0475-50-1190

第14回企画展示は、成東・東金食虫植物群落についての展示です。

● 期　間　10月30日（土）から約1年間
● 会　場　東金文化会館  常設展示室
● 共　催　東金市教育委員会
● 後　援　東金市、山武市教育委員会、

成東・東金食虫植物群落を守る会
● 協　力　山武市歴史民俗資料館

■  東金市郷土研究愛好会企画展示「成東・東金食虫植物群落の歩み」

● 日　時　令和4年2月12日（土）  ※予定

● 会　場　東金文化会館  大ホール
● 講　師　青木幸一（東金市教育委員会  教育部  生涯学習課職員）
● 費　用　無料

■  関寛斎生誕記念講演会「（仮）関寛斎を取り巻く幕末の医師たち」

※開催日時等が変更または中止になる場合があります。
※詳細は、1月に市ホームページ・広報とうがね等でお知らせします。
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＊ときめきインフォメーション TOK I M E K I I N FOR M AT ION

巻末に「みのりの郷東金」より、読者プレゼントがあります。
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と
う
が
ね

と
う
が
ね

歴
史
歴
史

ば
な
史

ば
な
史

と
う
が
ね

と
う
が
ね

歴歴
史史

ば
な
ば
な
史史

　

小
学
校
で
教
わ
っ
た
「
算
数
」や
、中

学
校
・
高
等
学
校
で
教
わ
る
「
数
学
」は
、

筆
者
に
と
っ
て
は
苦
手
な
科
目
で
す
が
、

皆
さ
ん
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
今

回
の
「
歴
史
ば
な
史
」は
、数
学
に
ま
つ

わ
る
江
戸
時
代
の
古
文
書
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

日
本
で
発
展
し
た
数
学
の
こ
と
を
「
和

算
」と
い
い
ま
す
。
遣
隋
使
や
遣
唐
使
に

よ
っ
て
伝
わ
っ
た
中
国
の
算
術
が
基
本
と

な
り
発
展
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
和
算
が
発
展
し
た
の
が
江
戸
時
代

で
す
。
江
戸
時
代
に
は
和
算
が
ブ
ー
ム

に
な
り
、多
く
の
人
々
が
問
題
を
考
え
た

り
、問
題
を
解
き
合
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
和
算
の
問
題
を
絵
馬
や
額
に
書
い

た
「
算
額
」が
寺
社
に
奉
納
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、関せ

き

孝た
か

和か
ず

（
？

～
一
七
〇
八
）に
よ
り
「
天て

ん

竄ざ
ん

術じ
ゅ
つ

」を
は

じ
め
と
し
た
計
算
法
や
、和
算
の
問
題
な

ど
が
編
み
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
関
流
」

は
関
孝
和
以
降
も
計
算
法
等
が
編
み
出
さ

れ
、和
算
は
大
き
く
発
展
し
ま
す
。

　

植
松
是
勝
（
一
七
九
〇
～
一
八
六
二
）

は
関
流
を
学
ん
だ
和
算
家
で
す
。
宿
村

（
現
東
金
市
宿
）の
自
宅
に
塾
を
ひ
ら
き
、

和
算
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
是
勝
は
門
下

生
に
慕
わ
れ
て
お
り
、東
京
都
台
東
区
の

浅
草
寺
境
内
に
は
門
下
生
が
建
立
し
た

「
五
瀬
植
松
是
勝
先
生
明
数
碑
」が
あ
り

ま
す
。

　

是
勝
が
塾
で
使
用
し
て
い
た
数
学
書

は
、塾
が
閉
鎖
さ
れ
た
後
に
散
り
散
り
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、一
部
を
子
孫
の

方
が
大
事
に
保
存
し
て
い
ま
し
た
。
子
孫

の
方
が
所
有
し
て
い
た
数
学
書
は
「
植
松

是
勝
の
数
学
書
」と
し
て
、東
金
市
指
定

文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
植
松
是
勝
の
数
学
書
」は
約
80
冊
あ

り
、当
時
使
わ
れ
て
い
た
公
式
集
や
和
算

の
入
門
書
、問
題
集
な
ど
内
容
は
様
々
で

す
。

　

さ
て
、今
回
は
数
学
書
の
中
か
ら
１
問

紹
介
し
ま
す
。
こ
の
問
題
は
「
合
率
比

例
」と
い
う
方
式
を
使
う
問
題
で
す
。

〈
あ
る
と
こ
ろ
に
農
夫
が
５
人
お
り
ま
し

た
。
こ
の
５
人
が
一
日
10
時
間
働
く
と
、

４
日
で
20
反
耕
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
た

ら
、
８
人
で
一
日
12
時
間
働
い
た
場
合
、

５
日
で
何
反
耕
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。〉

　

様
々
な
解
き
方
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、こ
こ
で
は
「
合
率
比
例
」を
使
っ
た

解
き
方
を
解
説
し
ま
す
。
ま
ず
、右
の
問

題
を
式
に
し
て
み
ま
す
。

T O G A N E

R E K I S H I

B A N A S H I

江戸時代の数学と江戸時代の数学と
「「植植

うえうえ

松松
まつまつ

是是
ぜぜ

勝勝
しょうしょう

の数学書」についての数学書」について

１
・  

江
戸
時
代
の
数
学
「
和わ

算さ
ん

」

２
・  

植
松
是
勝
の
数
学
書

３
・  

数
学
書
の
問
題
に
挑
戦
！

植松是勝の数学書のひとつで、
「合率比例」の問題が収録されて
いる「合率連鎖  同雑類」

文：鑓田 千尋

① 

５
人
×
10
時
間
×
４
日
＝
20
反

② 

８
人
×
12
時
間
×
５
日
＝
？

こ
こ
で
①
と
②
の
数
字
の
比
較
を
す
る

と
、

・
５
人
→
８
人
と
な
っ
て
い
る
の
で
、人

数
は
1.6
倍

・
10
時
間
×
４
日
→
12
時
間
×
５
日
と

な
っ
て
い
る
の
で
、働
く
時
間
は
1.5
倍

に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
数
と
働
く
時
間
の

増
加
率
を
か
け
る
と
、

・
1.6
倍
×
1.5
倍
＝
2.4
倍

と
な
り
、耕
し
た
反
数
の
増
加
率
を
割
り

出
せ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

・
20
反
×
2.4
倍
＝
48
反

48
反
が
答
え
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、現

代
で
は
「
複
比
例
」と
よ
ば
れ
る
も
の
で

す
。
関
係
す
る
数
値
、こ
こ
で
は
「
人
数
」

「
働
く
時
間
」が
比
例
す
る
と
き
、「
耕
し

た
反
数
」も
比
例
す
る
、と
い
う
法
則
を

用
い
た
解
き
方
で
す
。

　
「
東
金
市
デ
ジ
タ
ル
歴

史
館
」に
は
、今
回
紹
介

し
た
問
題
だ
け
で
な
く
、

他
の
問
題
が
書
か
れ
て
い

る
部
分
も
閲
覧
で
き
ま

す
。
こ
の
記
事
で
「
植
松

是
勝
の
数
学
書
」に
興
味

を
持
っ
た
方
は
、是
非
デ

ジ
タ
ル
歴
史
館
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

詳しくは…

東金市デジタル歴史館 で検索！
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今
回
ご
紹
介
す
る
詩
人
樋
口
富
士
枝
さ
ん
は
、岐

阜
県
の
お
生
ま
れ
で
現
在
千
葉
市
に
在
住
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
読
書
好
き
で
あ
っ
た
樋
口
さ
ん
は
七
〇
歳
を
過

ぎ
て
か
ら
詩
を
書
き
始
め
ま
し
た
。
子
育
て
や
家

族
と
し
て
の
責
任
か
ら
解
放
さ
れ
た
時
か
ら
詩
作

へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、日
々

の
絶
え
間
な
い
努
力
を
経
て
今
年
の
六
月
、第
一
詩

集
「
つ
ぶ
や
き
」を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
年
齢
的
に
見
て
、確
か
に
詩
を
書
く
ス
タ
ー
ト
は

遅
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、そ
れ
ま
で

の
作
者
の
人
生
が
裏
打
ち
さ
れ
た
作
品
群
は
衒て

ら
い

の
な
い
実
像
が
吹
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
作
品
は
、

作
者
の
生
活
を
掬す

く
い
上
げ
そ
の
思
い
を
気
負
い
の

な
い
言
葉
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、そ
の

情
景
は
読
み
手
に
直
接
語
り
か
け
て
き
ま
す
。

　
作
品
「
一
枚
の
レ
コ
ー
ド
」は
新
婚
生
活
が
始

ま
っ
て
間
も
な
く
、夫
が
買
っ
て
き
た
レ
コ
ー
ド
が

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
作
者
の
生
活
に
溶
け

込
ん
だ
レ
コ
ー
ド
は
変
わ
り
ゆ
く
自
ら
の
人
生
に

常
に
寄
り
添
っ
て
い
た
風
景
が
蘇
り
ま
す
。
若
い

生
活
の
中
で
求
め
た
一
枚
の
レ
コ
ー
ド
か
ら
二
人

の
生
き
方
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
二
連
で
は
、不
便
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
始
ま
っ
た
新

婚
生
活
に
は
物
質
的
豊
か
さ
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

が
、不
満
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夫
婦
で
共
に
新
生
活

を
作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
清
々
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

見
知
ら
ぬ
土
地
で
の
不
安
な
生
活
は
、お
そ
ら
く

レ
コ
ー
ド
を
聞
く
こ
と
で
心
の
安
定
を
保
ち
な
が

ら
家
庭
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
と
推
察
で
き
ま
す
。

レ
コ
ー
ド
曲
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
「
悲
愴
」で

し
た
。

　
三
連
で
は
時
間
の
経
過
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
増

え
た
家
族
を
支
え
な
が
ら
、家
族
の
喜
怒
哀
楽
を
必

ポエムの窓 解説・高安ミツ子
A window of a poem

ラ
ジ
オ
か
ら
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の

『
悲
愴
』
の
曲
が
流
れ
て
き
た

ふ
と
半
世
紀
前
の
時
が
甦
っ
た

ト
イ
レ
と
台
所
が
共
同
の
四
畳
半

そ
ん
な
一
間
か
ら
始
ま
っ
た
新
生
活

夫
が
一
番
先
に
買
っ
て
き
た
の
は

レ
コ
ー
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
一
枚
の
レ
コ
ー
ド
盤

明
か
り
に
透
か
す
と
美
し
い
ピ
ン
ク
色
に

そ
れ
が
『
悲
愴
』
だ
っ
た

見
知
ら
ぬ
土
地
で
心
細
い
お
も
い
を
重
ね
な
が
ら

飽
き
も
せ
ず

毎
日
毎
日
聞
く
う
ち
に

ど
こ
か
ら
聞
い
て
も
そ
れ
と
わ
か
る
よ
う
に

仕
事
の
都
合
や
家
族
が
増
え
た
こ
と
で

何
度
も
引
越
し
を
し
な
が
ら

喜
怒
哀
楽
の
時
を
過
ご
し

半
世
紀
あ
ま
り
が
過
ぎ

又
二
人
に
な
り

そ
し
て
一
人
に
な
っ
た

生
活
や
環
境
は

驚
く
よ
う
な
速
さ
で
様
変
わ
り
し

便
利
に
な
り
物
が
あ
ふ
れ
る
今

失
っ
た
物
の
計
り
知
れ
な
い
こ
と
に

人
々
は
気
づ
き
始
め
て
い
た

こ
の
先
も
失
う
も
の
は

得
る
も
の
よ
り
遙
か
に
大
切
な
物
で
は
と

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら

流
れ
て
く
る
『
悲
愴
』
の
曲
が
時
を
繋
ぐ

　
詩
集
「
つ
ぶ
や
き
」
よ
り

死
で
受
け
止
め
走
り
続
け
ま
し
た
。
や
が
て
、立
ち

止
ま
っ
て
眺
め
た
風
景
は
心
が
削
が
れ
た
思
い
に

な
る
、た
っ
た
一
人
だ
け
の
寂
し
い
風
景
で
し
た
。

　
四
連
以
降
で
は
現
代
の
生
活
は
便
利
に
な
り
物

が
あ
ふ
れ
、幸
せ
な
は
ず
な
の
に
、作
者
は
失
っ
て

し
ま
っ
た
も
の
へ
の
郷
愁
が
沸
い
て
き
ま
す
。
物

や
便
利
さ
で
は
拭
え
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
作

者
は
感
じ
て
い
る
の
で
す
。
一
枚
の
レ
コ
ー
ド
を

買
っ
た
時
代
は
貧
し
く
て
も
精
神
の
豊
か
さ
が

あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。「
悲

愴
」を
聞
く
た
び
に
共
に
暮
ら
し
た
時
間
が
郷
愁
と

な
っ
て
思
い
出
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
樋
口
さ
ん

の
作
品
に
は
日
常
使
い
の
工
芸
品
に
触
る
よ
う
な

懐
か
し
さ
と
健
全
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
気
取
り

の
な
い
、技
巧
を
取
り
払
っ
た
無
心
の
手
仕
事
か
ら

生
ま
れ
た
作
品
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
終
連
の
作

者
が
感
じ
て
い
る
時
間
的
郷
愁
と
は
何
だ
ろ
う
と

考
え
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
で
人
類

は
今
ま
で
に
な
い
苦
し
い
問
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
疫
病
や
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
度
に
人
類
は
大

き
な
悲
し
み
を
背
負
っ
て
乗
り
越
え
て
き
た
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、人
や
社
会
に
も
変
化

が
生
ま
れ
時
代
は
進
ん
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。
ま

た
、そ
れ
に
準
じ
て
個
人
の
意
識
も
何
が
大
切
で

あ
る
か
の
考
え
が
生
ま
れ
変
化
し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
え
ま
す
。

　
戦
後
、生
活
は
欧
米
の
合
理
的
な
考
え
方
に
押
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
勿
論
そ
の
良
さ
は
あ
り
ま
す
が

個
人
と
し
て
の
幸
せ
を
考
え
る
場
合
長
く
続
い

て
い
る
日
本
の
文
化
と
の
融
合
の
大

切
さ
を
再
確
認
す
る
時
期
に
来
て

い
る
と
作
者
は
感
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
枚
の
レ
コ
ー
ド

樋
口
富
士
枝
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２
０
１
０
年
秋
か
ら
市
の
産
業
振
興
課
（
当

時
）が
中
心
に
進
め
て
い
た
「
東
金
市
元
気
ア
ッ

プ
計
画
策
定
委
員
会
」で
、城
西
国
際
大
学
の
先

生
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、観
光
協
会
、商
店

街
な
ど
の
代
表
者
、商
工
会
議
所
職
員
、商
工
会

議
所
青
年
部
が
同
席
し
、「
多
く
の
市
民
が
社
会

参
加
で
き
る
場
づ
く
り
」に
つ
い
て
意
見
交
換
会

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
先

生
か
ら
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
が
示
唆

さ
れ
、百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
、翌
２
０
１
１
年

１
月
に
埼
玉
県
本
庄
市
で
活
動
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
本
庄
（
当
時
50

駅
）を
視
察
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、全
国
に
は
ま
ち
の
駅
が
一
五
〇
〇
件

以
上
存
在
し
、千
葉
県
下
で
登
録
さ
れ
て
い
る
の

が
栄
町
に
１
駅
し
か
な
い
と
い
う
事
実
を
知
り
ま

し
た
。
本
庄
市
の
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
市

役
所
、商
工
会
議
所
、観
光
協
会
が
連
携
し
、市
役

所
は
も
ち
ろ
ん
、ホ
テ
ル
、駅
の
構
内
、ま
ち
の
お

蕎
麦
屋
さ
ん
、洋
菓
子
の
工
場
な
ど
様
々
な
場
所

が
ま
ち
の
駅
と
し
て
参
画
し
、地
域
の
情
報
交
流

に
一
役
買
っ
て
い
る
と
い
う
事
例
と
し
て
非
常
に

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

す
ぐ
に
東
金
商
工
会
議
所
青
年
部
で
導
入
さ
れ
、

設
立
の
呼
び
か
け
に
市
役
所
・
商
工
会
議
所
・

観
光
協
会
案
内
所
を
は
じ
め
、地
元
の
商
店
、デ

イ
ケ
ア
施
設
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
個
人
・
団
体
が

応
え
、1
年
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
の
の
ち

２
０
１
２
年
に
『
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
う

が
ね
』が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
『
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
う
が
ね
』は
、市

役
所
、文
化
会
館
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、東
金
ア

リ
ー
ナ
、青
年
の
家
、東
金
商
工
会
議
所
か
ら
、道

の
駅
、郵
便
局
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、さ
ら
に
は

個
人
商
店
ま
で
、利
害
も
目
的
も
違
う
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
・
個
人
が
『
駅
長
会
議
』と
い
う
場

に
集
い
、常
に
対
等
な
目
線
で
意
見
を
交
わ
し
合

「
道
の
駅
」
と
「
ま
ち
の
駅
」、
誕
生
は
一
緒

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

準
備
中
！

　

8
月
某
日
、ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

員
『
商
店
街
の
駅
』（
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
業
）

に
城
西
国
際
大
学
の
学
生
さ
ん
2
名
が
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
職
業
研
修
）に
来
ま
し
た
。

一
人
は
千
葉
市
、一
人
は
成
田
市
か
ら
電
車
で

通
学
し
て
い
る
3
年
生
。
そ
れ
な
の
に
Ｊ
Ｒ

東
金
駅
に
降
り
立
っ
た
の
が
は
じ
め
て
と
の

こ
と
で
し
た
。
昨
年
来
コ
ロ
ナ
禍
で
授
業
の

ほ
と
ん
ど
が
リ
モ
ー
ト
で
、大
学
が
東
金
に
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、東
金
の
ま
ち
を
ほ
と
ん

ど
知
る
機
会
が
な
い
状
況
な
の
で
す
。

　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
勉
強
す
る
二

人
は
、
得
意
の
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
活
用
し

て
、同
じ
よ
う
な
境
遇
の
学
生
た
ち
に
向
け
て

東
金
の
ま
ち
を
紹
介
す
る
ミ
ニ
冊
子
を
作
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
、ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
現

在
準
備
を
進
め
て
い
る
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

事
業
」用
に
用
意
さ
れ
て
い
る
ア
シ
ス
ト
付
自

転
車
に
乗
っ
て
、は
じ
め
て
の
東
金
散
策
に
出

か
け
ま
し
た
。
旧
道
に
あ
る
文
化
財
カ
フ
ェ

に
寄
っ
た
り
、八
鶴
湖
に
寄
っ
て
み
た
り
、自

分
た
ち
の
大
学
が
あ
る
ま
ち
東
金
の
魅
力
を

発
見
す
る
体
験
を
し
た
の
で
し
た
。

　

ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
う
が
ね
で
は
、

近
く
ス
タ
ー
ト
す
る
「
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
事
業
」
に
先
駆

け
て
地
元
の
大
学
生
か
ら
素

敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
９
１
年
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
が
社
会
実

験
を
行
い
、こ
の
成
果
を
も
と
に
「
道
の
駅
」が

誕
生
し
ま
し
た
。「
道
の
駅
」は
い
ま
や
国
民
に
支

持
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
成
長
を
遂
げ
、ド
ラ

イ
バ
ー
の
休
憩
拠
点
、観
光
情
報
の
発
信
基
地
、

地
域
お
こ
し
等
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
「
道
の
駅
」は
、地
域
と
の
か
か
わ
り
や

駅
同
士
・
地
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
ソ

フ
ト
面
で
の
工
夫
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
現
状
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
〝
人
や
地
域
の
繋
が
り
〟の

機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
提
言
さ
れ
た
の
が
「
ま

ち
の
駅
」の
お
こ
り
で
す
。

　

近
年
、こ
れ
を
協
議
会
と
し
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
化
し
て
、官
民
の
枠
組
み
を
超
え
て
住
民
や
来

訪
者
が
求
め
る
情
報
を
提
供
し
た
り
、出
会
い
や

交
流
を
促
し
た
り
す
る
拠
点
を
目
指
そ
う
と
す
る

「
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
考
え
方
が
、各
地

の
自
治
体
だ
け
で
な
く
、民
間
企
業
や
住
民
活
動

団
体
な
ど
か
ら
も
地
域
活
性
化
の
ツ
ー
ル
と
し
て

注
目
さ
れ
、全
国
的
に
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
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「
ま
ち
の
駅
」
と
い
う
も
の
を
ご
存
知
で
す
か
。「
ま
ち
の
駅
」
と
は
、
人
と
人
と
の
出
会
い
と
交
流
を
サ

「
ま
ち
の
駅
」
と
い
う
も
の
を
ご
存
知
で
す
か
。「
ま
ち
の
駅
」
と
は
、
人
と
人
と
の
出
会
い
と
交
流
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
、ま
ち
の
情
報
発
信
拠
点
。
拠
点
と
い
っ
て
も
、大
き
な
ひ
と
つ
の
施
設
で
は
な
く
、そ
の
ほ

ポ
ー
ト
す
る
、ま
ち
の
情
報
発
信
拠
点
。
拠
点
と
い
っ
て
も
、大
き
な
ひ
と
つ
の
施
設
で
は
な
く
、そ
の
ほ

と
ん
ど
が
個
人
商
店
な
ど
既
存
の
空
間
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、開
始
か
ら
ま
も
な
く

と
ん
ど
が
個
人
商
店
な
ど
既
存
の
空
間
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、開
始
か
ら
ま
も
な
く
1010
周
年
を

周
年
を

迎
え
る
、東
金
「
ま
ち
の
駅
」の
取
組
と
歩
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

迎
え
る
、東
金
「
ま
ち
の
駅
」の
取
組
と
歩
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〜
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
う
が
ね

〜
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
う
が
ね
1010
周
年
〜

周
年
〜

市
民
が
社
会
参
加
で
き
る
場
づ
く
り

ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
う
が
ね
の
事
業

MEMO

2012年、設立当時の募集チラシ

ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
う
が
ね

ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
う
が
ね

NEWS

ほ
っ
こ
り
温
か
い
、

ほ
っ
こ
り
温
か
い
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ほ
っ
こ
り
温
か
い
、

ほ
っ
こ
り
温
か
い
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ほ
っ
こ
り
温
か
い
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
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う
と
い
う
組
織
で
あ
り
、行
政
も
か
か
わ
っ
て
い

る
の
に
行
政
主
導
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
画
期
的
だ

と
い
え
ま
す
。

　
『
駅
長
会
議
』の
形
式
は
『
円
卓
会
議
（
マ
ル

チ
ス
テ
ー
ク
ス
ホ
ル
ダ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
）』と
言

わ
れ
、利
害
の
食
い
違
う
者
や
社
会
的
立
場
や
規

模
の
異
な
る
主
体
ど
う
し
で
も
、お
互
い
を
理
解

し
関
係
を
深
め
な
が
ら
多
様
な
意
見
を
反
映
さ
せ

て
合
意
形
成
、意
思
決
定
し
て
い
く
と
い
う
ス
タ

イ
ル
を
理
想
と
し
て
い
ま
す
。

　
『
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
う
が
ね
』は
、立

ち
上
げ
時
に
は
東
金
商
工
会
議
所
の
重
要
施
策
に

盛
り
込
ま
れ
、千
葉
県
「
連
携
・
協
働
に
よ
る
地

域
課
題
解
決
モ
デ
ル
事
業
（
新
し
い
公
共
）」と

し
て
認
定
さ
れ
、県
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら

組
織
と
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。
東
金
市
の

市
民
提
案
型
協
働
事
業
に
も
し
ば
し
ば
選
ば
れ

て
、そ
う
し
た
中
か
ら
『
貸
し
傘
事
業
』『
八
鶴
湖

生
き
物
観
察
会
』な
ど
が
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。

今
年
は
シ
ニ
ア
の
た
め
の
ス
マ
ホ
勉
強
会
『
と
う

が
ね
ス
マ
ホ
C
L
U
B
』が
毎
週
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、最
近
で
は
地
震
や
台
風
な
ど
自
然
災
害

の
発
生
し
た
際
に
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
幅
広
い
横

の
つ
な
が
り
を

活
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か

と
議
論
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
の
駅
」は
、人
が
憩
う
場
を
提
供
で
き
て

ト
イ
レ
を
貸
せ
る
な
ど
の
条
件
が
整
え
ば
、個
人

商
店
で
も
、公
共
施
設
で
も
、工
場
の
一
角
で
も
、

お
寺
で
も
、個
人
宅
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
「
ま
ち
の
駅
」は
英
語
で
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」と
訳
さ
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集

ま
り
、出
会
い
が
生
ま
れ
交
流
で
き
る
場
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
で
設
立
10
周
年
を
迎
え
る
「
ま
ち
の
駅

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
う
が
ね
」は
、こ
う
し
て
地
域

の
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、ほ
っ
こ
り
と
温
か

い
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ
て
行
っ
て
い

ま
す
。

（
文
責
：
宮
原
政
志
）

誰
で
も
弾
け
る

「
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
」
事
業
が

八
鶴
館
で
ス
タ
ー
ト
！

　

前
号
「
と
き
め
き
」（
95
号
）で
紹
介
し
た
八

鶴
館
の
保
存
活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
が
、ホ
ー

ル
建
物
を
活
用
し
て
『
八
鶴
湖
の
駅
』と
し
て

ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
に
加
わ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、さ
っ
そ
く
連
携
事
業
と
し

て
ホ
ー
ル
内
に
誰
で
も
自
由
に
演
奏
を
楽
し

め
る
よ
う
に
と
電
子
ピ
ア
ノ
を
設
置
し
、仲
間

の
各
駅
で
連
携
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
ピ
ア
ノ
も
ま
た
、会
員
の
ま
ち

の
駅
『
チ
ャ
イ
ナ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』（
中
国
料

理
店
）の
駅
長
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

2011年

「東金市元気アップ計画策定委員会」にて埼玉県本庄市の
まちの駅ネットワーク視察

東金商工会議所青年部50周年事業としてまちの駅ネット
ワーク構築提言と説明会開催、その後1年間のトライアル

2012年
「まちの駅ネットワークとうがね」設立総会

第1回  まちの駅スタンプラリー、貸し傘事業の開始

2013年
婚活パーティイベント「第1回  まっちの駅」開催、まちの駅
ネットワークかぬま（栃木県）交流視察

2014年

旧多田屋店舗にて「まちかどミュージアム」開催、アート企
画で八鶴湖にたくさんの鯉のぼり、八鶴湖キャンドルナイト
共催、あらかわまちの駅ネットワーク（東京都）・富士市ま
ちの駅ネットワーク（静岡県）交流視察

2015年
第1回  八鶴湖生き物観察会、まちの駅全国大会 inとやま
参加

2016年
第1回  ふるさとmini 動画大賞開催、八鶴湖生きもの図鑑　
刊行　

2017年 90年前の鳥観図でまち歩きイベント開催

2018年 八鶴湖の生き物展（サンピアアートギャラリー）

2019年 第1回  まちの駅まつり（道の駅みのりの郷東金）

2020年 まちの駅ネットワークみつけ（新潟県）交流視察

2021年
とうがねスマホCLUB 事業開始、ストリートピアノ事業開始

（八鶴館）

まちの駅ネットワークとうがね10年の歩み

交
流
の
場
を
、こ
れ
か
ら
も

駅長会議の様子

道の駅でまちの駅まつり（2019年）

婚活パーティー
イベント

「第1回 まっちの駅」
（2013年）

ふるさとmini動画大賞（2016年）

まちの駅全国大会 inとやま（2015年）

【事務局】
「東金CCIの駅（東金商工会議所）」

☎ 0475-52-1101

https://machi-togane.info

まちの駅ネットワークとうがねまちの駅ネットワークとうがね

現在会員増強中！

ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
う
が
ね

ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
う
が
ね

NEWS
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今
回
は
、今
年
五
月
に
九
十
一
歳
で
惜
し
ま
れ
つ
つ

そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
、エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
の
絵

本
に
焦
点
を
当
て
ま
し
ょ
う
。

　
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
と
い
え
ば
『
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
』

で
す
よ
ね
。
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
む
絵
本
の
な
か
で
は
定

番
中
の
定
番
、小
さ
な
人
た
ち
が
必
ず
通
る
道
と
い
っ
て

も
い
い
く
ら
い
で
す
。
に
ち
よ
う
び
の
あ
さ
、う
ま
れ
た

ば
か
り
の
あ
お
む
し
は
、た
べ
る
も
の
を
さ
が
し
は
じ
め

ま
し
た
。
げ
つ
よ
う
び
、り
ん
ご
を
ひ
と
つ
み
つ
け
て
た

べ
た
け
れ
ど
、ま
だ
、お
な
か
は
ぺ
っ
こ
ぺ
こ
。
か
よ
う
び

に
は
な
し

4

4

を
ふ
た
つ
、す
い
よ
う
び
に
は
す
も
も
を
み
っ

つ
、
…
…
そ
う
や
っ
て
た
べ
て
い
き
ま
す
が
、な
か
な
か

お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
よ
う
び
に
は
と

う
と
う
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
や
ら
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

や
ら
、い
ろ
ん
な
も
の
を
山
ほ
ど
た
べ
て
、よ
る
に
は
お
な

か
が
い
た
く
な
り
ま
し
た
。
つ
ぎ
の
ひ
は
ま
た
に
ち
よ
う

び
、あ
お
む
し
は
み
ど
り
の
は
っ
ぱ
を
た
べ
て
、お
な
か
の

ぐ
あ
い
も
よ
く
な
り
、ふ
と
っ
ち
ょ
に
な
っ
て
、さ
な
ぎ
に

な
り
、や
が
て
き
れ
い
な
ち
ょ
う
ち
ょ
に
な
る
の
で
す
。

　
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
の
絵
本
の
持
ち
味
は
、大
き
く
二

つ
。
あ
ざ
や
か
な
色
彩
と
子
ど
も
た
ち
と
遊
べ
る
「
し
か

け
」で
す
。

　
色
と
り
ど
り
の
美
し
い
作
品
は
、独
特
の
過
程
で
生
み

出
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
、薄
紙
に
様
々
な
手
法
で
色
を
描
い

て
、色
調
ご
と
に
、ア
ト
リ
エ
の
壁
に
ず
ら
っ
と
な
ら
ん
だ

ひ
き
だ
し
に
し
ま
っ
て
お
き
、そ
こ
か
ら
選
ん
だ
紙
を
切

り
は
り
し
て
作
っ
て
い
く
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
あ
の

目
に
あ
ざ
や
か
な
絵
本
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　「
し
か
け
」の
ほ
う
は
本
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。『
は
ら

ぺ
こ
あ
お
む
し
』で
は
あ
お
む
し
の
食
べ
た
と
こ
ろ
に
あ

な
が
あ
い
て
い
ま
す
。『
パ
パ
、お
月
さ
ま
と
っ
て
！
』は
、

娘
に
「
お
月
さ
ま
と
っ
て
」と
た
の
ま
れ
た
パ
パ
が
長
い

は
し
ご
を
つ
か
っ
て
お
月
さ
ま
を
つ
れ
て
帰
る
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
で
、お
話
が
進
む
な
か
で
、ペ
ー
ジ
が
い
ろ
ん
な

方
向
に
広
が
り
ま
す
。『
だ
ん
ま
り
こ
お
ろ
ぎ
』で
は
、は

ね
を
こ
す
り
あ
わ
せ
て
も
な
か
な
か
音
が
だ
せ
な
か
っ
た

こ
お
ろ
ぎ
が
、女
の
子
の
こ
お
ろ
ぎ
を
み
つ
け
て
、最
後
に

き
れ
い
な
歌
声
で
鳴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
し
（
音
の
出
る

絵
本
）、『
さ
び
し
が
り
や
の
ほ
た
る
』で
は
、ひ
と
り
ぼ
っ

ち
の
ほ
た
る
が
、ほ
か
の
ほ
た
る
を
さ
が
し
て
い
ろ
ん
な

光
に
近
よ
っ
て
い
く
け
れ
ど
空
振
り
ば
か
り
、で
も
よ
う

や
く
な
か
ま
た
ち
の
光
に
行
き
当
た
る
の
で
す
（
光
る
絵

本
）。
ま
た
、遊
び
の
要
素
と
い
う
点
で
い
え
ば
、『
で
き
る

か
な
？
　
あ
た
ま
か
ら
つ
ま
さ
き
ま
で
』で
は
、動
物
た
ち

と
一
緒
に
体
を
動
か
し
て
遊
べ
ま
す
。	

　「
お
も
ち
ゃ
に
も
な
る
本
を
つ
く
り
た
い
」と
い
う
強
い

気
持
ち
が
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
の
根
底
に
は
あ
り
ま
す
。

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
は
言
葉
よ
り
ま
ず
、手
を
に
ぎ
っ

た
り
、物
を
さ
わ
っ
た
り
と
い
う
触
覚
が
大
事
。
学
校
に

通
い
始
め
れ
ば
、も
れ
な
く
本
や
文
字
の
世
界
に
入
っ
て

い
き
ま
す
か
ら
、そ
こ
に
至
る
ま
で
の
か
け
橋
に
な
る
も

の
が
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
た
の
で
す
。
そ
の
役
割
を
果
た

す
も
の
と
し
て
絵
本
が
生
み
出
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
理
屈
は
と
も
か
く
、エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
の
絵
本
は
、

だ
れ
も
を
わ
く
わ
く
さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
手

に
す
る
た
び
に
楽
し
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
よ
ね
。
こ
の

先
新
し
い
作
品
に
出
会
え
な
い
の
は
残
念
で
す
が
、い
い

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
十
一
月
に
東
京
の
二
子
玉
川
に

体
験
型
施
設
「
プ
レ
イ
パ
ー
ク
　
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
」

が
で
き
る
そ
う
な
の
で
す
。
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
の
世
界

を
存
分
に
楽
し
め
る
場
所
み
た
い
な
の
で
、興
味
の
あ
る

方
は
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

佐藤 真理
B o o k c a s e s  f o r  c h i l d r e n

たんぽぽ文庫

70
子どもの本箱

ここで紹介する本は、たんぽ
ぽ文庫や東金図書館で借り
られます。たんぽぽ文庫は
現在休館中ですが、連絡を
頂ければ対応できます。
☎0475-52-1983 佐藤

スーパー
コンビニ

丸山公園

↑ときがね湖
方面

桜
ヶ
池

たんぽぽ文庫

すべて偕成社

「だんまりこおろぎ」

「できるかな？
あたまからつまさきまで」

「はらぺこあおむし」

「さびしがりやのほたる」

「パパ、お月さまとって！」
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【
山
武
市　
Ｉ
さ
ん
】

子
ど
も
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
映
画
情
報
を
と
き
め
き
で

知
り
ま
し
た
。

【
横
芝
光
町　
Ｓ
さ
ん
】

毎
回
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
か

な
り
役
立
ち
ま
す
。
子
供
と
参
加
で
き
る
も
の
が
あ
る
と

参
加
し
て
い
ま
す
。
表
紙
か
わ
い
く
て
す
ぐ
手
に
と
り
ま

し
た
。
次
号
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【
東
金
市　
Ｓ
さ
ん
】

イ
ベ
ン
ト
＆
タ
ウ
ン
情
報
嬉
し
い
で
す
。
東
金
文
化
会
館

情
報
は
も
っ
と
早
く
知
り
た
か
っ
た
と
後
悔
し
ま
し
た
。

【
山
武
市　
Ｉ
さ
ん
】

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
、是
非
こ
ど
も
科
学
館
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
い
で
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
と
リ

モ
コ
ン
か
ぶ
と
虫
を
作
っ
て
み
た
い
で
す
。

【
東
金
市　
Ｙ
さ
ん
】

み
の
り
の
郷
の
記
事
が
良
か
っ
た
で
す
。
早
速
行
っ
て
ア

イ
ス
食
べ
て
き
ま
し
た
。

【
東
金
市　
Ｓ
さ
ん
】

と
き
め
き
は
、我
が
家
で
は
皆
大
好
き
で
す
。
楽
し
く
拝

見
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
み
の
り
の
郷
東
金
の
コ
ー

ナ
ー
を
興
味
深
く
拝
見
し
ま
し
た
。

【
横
芝
光
町　
Ｏ
さ
ん
】

早
速
、デ
ジ
タ
ル
歴
史
館
に
ア
ク
セ
ス
し
ま
し
た
。
東
金

町
鳥
瞰
図
を
拡
大
し
て
、昭
和
初
期
の
町
並
み
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
東
金
市　
Ｓ
さ
ん
】

歴
史
ば
な
史
に
興
味
が
あ
り
、知
ら
な
い
情
報
を
知
る
事

が
出
来
て
嬉
し
い
で
す
。

【
東
金
市　
Ｓ
さ
ん
】

い
つ
も
楽
し
み
に
拝
見
し
て
い
ま
す
。
と
う
が
ね
歴
史
ば

な
史
が
大
好
き
で
す
。

【
東
金
市　
Ａ
さ
ん
】

東
金
市
の
歴
史
が
知
ら
な
い
こ
と
も
多
く
「
へ
〜
そ
う
な

ん
だ
…
」と
、い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

【
大
網
白
里
市　
Ｋ
さ
ん
】

毎
号
「
と
う
が
ね
歴
史
ば
な
史
」を
興
味
深
く
拝
読
し
、

時
に
は
そ
こ
へ
訪
ね
た
り
し
て
い
ま
す
。

【
東
金
市　
Ｔ
さ
ん
】

楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
小
さ
な
挿
絵
が
と

て
も
素
敵
で
気
に
入
り
、見
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
東
金
市　
Ｓ
さ
ん
】

と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

【
九
十
九
里
町　
Ｓ
さ
ん
】

心
に
残
っ
た
言
葉
は
「
失
わ
れ
た
も
の
は
決
し
て
も
と
に

戻
る
こ
と
は
な
い
」で
す
。
形
あ
る
も
の
が
消
え
る
こ
と

は
淋
し
い
が
一
人
一
人
の
記
憶
に
は
何
か
し
ら
の
形
で
残

る
と
思
う
。
個
の
想
い
が
集
合
す
れ
ば
共
感
が
力
を
発
揮

し
活
動
に
繋
が
り
次
世
代
へ
残
す
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、『
東
金
市
の
歴
史
マ
ッ
プ
』発

行
も
近
場
の
歴
史
散
策
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

【
東
金
市　
Ｏ
さ
ん
】

八
鶴
館
を
み
ん
な
で
守
る
の
記
事
を
大
変
興
味
深
く
拝
見

し
ま
し
た
。

【
東
金
市　
Ｓ
さ
ん
】

八
鶴
館
の
歴
史
を
知
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
遠
出
が
出
来

な
い
今 

東
金
市
内
の
名
所
を
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

【
東
金
市　
Ｍ
さ
ん
】

「
八
鶴
館
を
み
ん
な
で
守
る
」応
援
し
て
ま
す
。
国
登
録
有

形
文
化
財
な
の
で
、大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

【
千
葉
市　
Ｋ
さ
ん
】

八
鶴
亭
の
記
事
が
大
変
興
味
深
か
っ
た
。
名
前
は
知
っ
て

ま
し
た
が
、な
か
な
か
行
く
機
会
も
な
か
っ
た
八
鶴
湖
へ
、

今
度
足
を
延
ば
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

【
東
金
市　
Ｎ
さ
ん
】

い
つ
も
こ
の
情
報
誌
を
見
つ
け
る
と
、手
に
取
っ
て
見
た

く
な
り
ま
す
。
中
は
一
通
り
目
を
通
し
ま
す
が
、今
回
は

子
ど
も
の
本
箱
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
と
よ
く
図

書
館
に
行
く
の
で
、探
し
て
読
ん
で
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

【
東
金
市　
Ｓ
さ
ん
】

我
が
家
で
は
皆
と
き
め
き
が
大
好
き
で
、い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
子
供
達
が
と
っ
ち
ー
が
大
好
き
で
当
選

し
た
ら
と
、今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

本
箱
の
コ
ー
ナ
ー
を
参
考
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
千
葉
市　
Ｏ
さ
ん
】

絵
本
が
好
き
な
の
で
、「
子
ど
も
の
本
箱
」を
楽
し
く
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
山
武
市　
Ａ
さ
ん
】

山
武
市
に
移
り
住
ん
で
30
年
、初
め
て
こ
の
情
報
誌
に
気

付
き
ま
し
た
。
と
て
も
見
や
す
い
で
す
。
今
後
は
発
行
毎

に
フ
ァ
イ
ル
し
て
保
存
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

【
東
金
市　
Ｈ
さ
ん
】

毎
回
、貴
重
な
情
報
や
、地
元
の
情
報
が
入
手
で
き
る
の

で
有
り
難
い
で
す
。
今
後
も
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
千
葉
市　
Ｈ
さ
ん
】

夏
号
表
紙
が
ア
ジ
サ
イ
と
親
子
で
い
い
で
す
ね
。

【
茂
原
市　
Ｓ
さ
ん
】

元
々
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
が
好
き
で
、出
先
で
の
地
元
の
情

報
を
得
た
り
、イ
ベ
ン
ト
に
行
く
キ
ッ
カ
ケ
と
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
公
的
機
関
の
情
報
誌
で
あ
り
な
が
ら
、民

間
の
よ
う
に
鮮
や
か
で
、内
容
の
充
実
し
た
本
誌
に
驚
き

ま
し
た
。
次
号
以
降
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【
東
金
市　
Ｔ
さ
ん
】

地
元
ネ
タ
が
多
く
て
楽
し
め
ま
し
た
。

【
大
網
白
里
市　
Ⅰ
さ
ん
】

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
マ
ス
ク
は
素
敵
で
す
ね
。
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
の
冊
子
は
中
々
な
く
、と
き
め
き
は
一
番
最
後
ま
で

読
み
ま
す
。

【
白
子
町　
Ｎ
さ
ん
】

久
し
ぶ
り
に
み
の
り
の
郷
に
行
っ
た
時
に
、初
め
て
「
と

き
め
き
」を
手
に
し
ま
し
た
。
内
容
が
す
べ
て
面
白
く
、

為
に
な
り
ま
し
た
。
み
の
り
の
郷
で
は
楽
し
く
買
い
物
で

き
ま
し
た
。

【
印
西
市　
Ｆ
さ
ん
】

色
々
な
情
報
が
載
っ
て
い
て
良
い
で
す
。
八
鶴
湖
の
昔
の

写
真
が
載
っ
て
い
て
興
味
深
く
、乗
船
し
て
い
る
人
が
カ

メ
ラ
目
線
で
、何
だ
か
少
し
ホ
ラ
ー
な
感
じ
で
夏
ら
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

【
東
金
市　
Ｏ
さ
ん
】

表
紙
の
絵
が
と
て
も
素
敵
で
手
に
取
り
ま
し
た
。
内
容
も

充
実
し
て
い
て
面
白
い
で
す
。

【
山
武
市　
Ｔ
さ
ん
】

「
と
き
め
き
」を
見
つ
け
る
と
本
当
に
と
き
め
き
ま
す
。

【
山
武
市　
Ｉ
さ
ん
】

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
を
利
用
し
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
を
見
に
行
っ
た
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
東
金
市　
Ｓ
さ
ん
】

と
っ
ち
ー
の
大
フ
ァ
ン
で
す
。
い
つ
も
と
き
め
き
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

【
大
網
白
里
市　
Ｍ
さ
ん
】

情
報
が
多
く
、充
実
し
て
い
て
と
て
も
良
い
。

■  

子
ど
も
の
本
箱

■  

と
き
め
き
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

■  

と
う
が
ね
歴
史
ば
な
史

■  

と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル

■  

と
・
き
・
め
・
い
・
て
T
O
G
A
N
E

■  

イ
ベ
ン
ト
＆
タ
ウ
ン
情
報

■  

感　
想

　今回は東金市北幸谷の善
ぜん

導
どう

寺
じ

にある「俳人三
さん

化
か

と可
か

都
つ

良
ら

の墓碑」を紹介します。
　三化と可都良はどちらも江戸時代の俳人（俳句を詠む人）です。三化は、松尾芭蕉の紀行文

「野ざらし紀行」に注釈を加えた「野ざらし紀行翠
すい

園
えん

抄
しょう

」の序文を記した人物で、一説では善導寺
の住職だったといわれています。
　可都良は本名を松澤蕃

ばん

輔
すけ

といい、諸国を旅して俳句を詠んでいた人物で、晩年は善導寺で過
ごしたと伝わっています。
　芸術の秋に合わせて、俳句に深い関わりのある文化財を紹介させていただきました。

東金の歴史紹介コーナー

繋繋ぐぐぜ、ぜ、歴史歴史！！

  次回 春号（vol. 97）は令和4年2月に発行予定です。設置場所については3ページをご覧ください。 

と
き
め
き

読

者

の

ひ

ろ

ば

三化の句碑

可都良の墓碑

文：鑓田 千尋
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ときめきは再生紙を使用しています。
（東金市が、この広告における企業、製品、サービス内容等について推奨するものではありません。）

〒283- 8511  東金市東岩崎1-1
東金市生涯学習課

『ときめき vol. 96』 読者プレゼント係
☎ 0475- 50-1187   FAX 0475- 50-1294
Eメール  syogai@city.togane.lg.jp

ご希望の賞品番号とあなたの氏名、郵便番号、住所、電話番号、本誌を入手
された場所と本誌への感想、差支えなければ年齢と職業も書いてハガキ、
FAX、Eメールで、1人につき1点ご応募ください。
【締め切り】（5のみ）11月10日（水）消印有効。

（1〜4）12月10日（金）消印有効。
当選者には当選のお知らせ（引換券）または入場券を発送します。
(プレゼント受け取り場所：1 〜 3 みのりの郷東金、4 東金市役所、5 郵送)

● 応募方法 ●あて先『
と
き
め
き
』
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
た
く
さ
ん
の
応
募
待
っ
て
ま
す
！

メールアドレス

※いただいた個人情報は、賞品の発送に係る事務にのみ使用させていただきます。※本誌への感想は、「読者のひろば」において紹介させていただきます。
※プレゼントでご提供いただいている1 〜 3の賞品は、みのりの郷東金にてご購入する事ができます。

5名

東金のお粥
（白がゆ・和だし・中華の3種類セット）
（提供：道の駅みのりの郷東金）

1

東 金 市 産 の お 米 を
100% 使用した新商
品（11月下旬頃発売
予定）です。
長期保存できますの
で、災害保存食等に
もどうぞ !!

5名

とっちーエコバック
（提供：道の駅みのりの郷東金）

3

ペットボトルから
再 利 用され た、買
い 物 な ど に 便 利
なとっちーのエコ
バックです。
左上のように小さく
コンパクトになりま
す。

5名

詩集  今日の風
（提供：高安ミツ子氏）

4

長年「ポエムの窓」をご連載いただいている
高安ミツ子さんの詩集（令和3年9月発行）
です。ご拝読いただいている読者の皆様に
感謝の気持ちを込めてのプレゼントです。東金市

マスコットキャラクター
「とっちー」

笑福亭鶴瓶ドキュメンタリー映画「バケモン」
（提供：東金文化会館）

笑 福亭 鶴 瓶を17年間に
わたって追ったドキュメ
ンタリー。

2組4名

5

上映日  11月24日（水）
①10: 00 〜  ②14: 00 〜

新型コロナウイルス感染
症の状況により、中止・変
更となる場合があります。
最新の情報を東金文化会
館ホームページなどでご確
認ください。

5名

カフェ＆リストランテ
とっチーノ
500円お食事割引券

（提供：道の駅みのりの郷東金）

2

施設内にある開放的なイタリアンレストラン
のお食事割引券です。
※割引券利用可能時間
　11:00 ～15:00（1/1〜1/3を除く）

★割引券利用可能時間
11: 00 〜 15: 00
(1/1〜 1/3を除く)


